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小
池
秀
雄
・
代
表
取
締
役
（
81
）

は
「
日
本
の
伝
統
工
芸
品
『
印
傳
』

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
頂
き
、
そ
し

て
使
っ
て
頂
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

良
い
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
代
目
と
な
る
倅
さ
ん
が
職
人
と

な
り
、
よ
り
一
層
、
職
人
技
が
加
わ

っ
た
同
社
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
ｐ
ｒ

ｉ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ 

(

プ
リ
ム
ラ)

」
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
な
る
柄
を
約
10
点
、

そ
し
て
お
な
じ
み
の
小
紋
柄
な
ど
色

と
り
ど
り
で
人
気
上
昇
中
。
印
傳
だ

け
で
は
な
く
、
シ
ャ
ー
ク
（
鮫
革
）

な
ど
も
手
掛
け
て
お
り
ま
す
の
で
気

に
な
っ
た
ら
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
に
合
う
逸
品
に
出
会
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
よ
。

　

◇(

有)

小
池
革
ス
キ
所
＝
三
郷
市

大
広
戸
９
８
３
の
２
。
☎
０
４
８
・

９
５
９
・
６
０
４
０
。
従
業
員
・
社

長
含
め
３
人
。

社
で
す
。
元
々
親
戚
の
方
が
革
ス
キ

の
仕
事
を
し
て
い
た
た
め
、
お
手
伝

い
か
ら
入
っ
た
革
の
仕
事
。
１
９
６

２
年
に
独
立
し
、
89
年
に
三
郷
に
拠

点
を
移
し
て
、
皮
革
の
裁
断
・
革
の

革
ス
キ
・
組
み
立
て
・
ミ
シ
ン
縫
な

ど
、
製
品
製
作
に
関
わ
る
各
作
業
を

し
て
い
ま
す
。

　

作
業
場
に
は
革
ス
キ
の
機
械
が
３

台
。
他
に
ミ
シ
ン
３
台
、
裁
断
機
２

台
が
あ
り
、
婦
人
靴
や
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
・
財
布
・
革
小
物
な
ど
に
関
わ
る

製
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
た
印
傳

は
、
鹿
の
革
に
漆
で
模
様
（
柄
）
を

描
く
日
本
の
伝
統
工
芸
品
。
一
枚
一

枚
丁
寧
に
、
手
作
業
で
鹿
革
に
漆
で

模
様
を
付
け
て
い
く
作
業
は
、
江
戸

時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
や
り
方
と
の
こ

と
。

所
」
さ
ん
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

小
池
革
ス
キ
所
は
、
大
広
戸
の
住

宅
街
の
一
角
で
仁
蔵
の
交
差
点
か
ら

す
ぐ
の
所
に
あ
る
、
主
に
印
傳
（
い

ん
で
ん
）
製
品
を
手
掛
け
て
い
る
会

　

第
29
話
『
伝
統
技
法
を
継
承
』

　

こ
ん
に
ち
は
。
草
加
市
在
住
の
落

語
家
、
三
遊
亭
圓
雀
で
す
。
今
月
の

「
も
の
づ
く
り
探
訪
」
は
、
三
郷
市

大
広
戸
の
「
（
有
）
小
池
革
ス
キ

三
郷・（
有
）小
池
革
ス
キ
所

伝統工芸「印傳」主に製作
自社ブランド「Primula」も展開

三
遊
亭
圓
雀
の

も
の
づ
く
り
探
訪

小池代表取締役（写真右）と職人

（上）、自社ブランド「プリムラ」の

印傳のバッグ（下）

　

八
潮
市
立
資
料
館
は
、
企

画
展
「
八
潮
の
宝
物　

指
定

文
化
財
紹
介
展
」
を
開
催
し

て
い
る
。

　

同
市
教
育
委
員
会
発
行
の

「
八
潮
市
の
文
化
財
ガ
イ

ド
」
が
３
月
に
10
年
ぶ
り
に

改
訂
・
発
行
（
資
料
館
で
１

部
２
０
０
円
で
販
売
中
）
を

機
に
、
市
内
の
国
、
県
、
市

指
定
の
文
化
財
35
点
を
一
堂

に
紹
介
す
る
企
画
展
。

　

本
展
で
は
、
「
先
人
の
く

ら
し
を
し
の
ぶ
建
物
」
、

「
人
々
の
祈
り
」
「
宗
教
美

術
の
世
界
」
な
ど
６
つ
の
テ

ー
マ
で
紹
介
。
旧
ガ
イ
ド
本

に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
、

専
稱
寺
（
せ
ん
し
ょ
う
じ
）

の
木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像

（
２
０
１
１
年
５
月
指
定
）

や
八
條
遺
跡
発
掘
出
土
品

（
17
年
４
月
指
定
）
、
国
選

定
保
存
技
術
者
・
小
泉
幸
雄

氏
（
同
年
10
月
指
定
）
の
道

具
類
な
ど
は
じ
め
、
一
部
は

実
物
を
含
め
て
展
示
。

　

古
民
家
は
、
国
指
定
重
要

文
化
財
の
和
井
田
家
住
宅

（
05
年
12
月
指
定
）
な
ど
市

内
に
３
つ
あ
る
が
、
県
内
の

古
民
家
に
見
ら
れ
る
長
方
形

の
６
間
取
り
の
「
直
屋
（
す

ご
や
）
造
り
」
と
は
異
な

り
、
一
部
が
突
起
し
た
４
間

取
り
の
「
角
屋
（
つ
の
や
）

造
り
」
が
特
徴
な
ど
の
解
説

が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

近
隣
の
千
葉
県
流
山
市
や
松

戸
市
の
古
民
家
と
同
じ
特
徴

で
、
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
、
と
い
う
。

　

同
資
料
館
は
「
普
段
は
公

開
さ
れ
て
い
な
い
文
化
財
も

含
め
今
回
特
別
に
展
示
、
八

潮
市
の
お
宝
を
一
度
に
見
ら

れ
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

　

会
期
は
９
月
16
日
ま
で
。

毎
週
月
曜
日
は
休
館
（
祝
日

は
開
館
。
８
月
12
日
は
開
館

し
翌
日
休
館
）
。
入
場
無

料
。

　

関
連
事
業
で
９
月
1
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
、
同
資
料

館
視
聴
覚
講
座
室
で
歴
史

講
演
会
「
仏
像
・
仏
画
の

見
方
・
楽
し
み
方
」
（
講
師

は
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物

館
・
展
示
担
当
学
芸
主
幹
の

西
口
由
子
さ
ん
）
が
あ
る
。

参
加
費
無
料
。
参
加
申
し
込

み
は
窓
口
ま
た
は
電
話
で
資

料
館
ま
で
。

　

＜
問
い
合
わ
せ
＞
八
潮
市

立
資
料
館
☎
９
９
７
・
６
６

６
６
。

　

公
益
財
団
法
人
草
加
市
文

化
協
会
主
催
の
「
東
京
藝
大

と
草
加
の
仲
間
た
ち
」
コ
ン

サ
ー
ト
が
９
月
29
日
（
午
後

３
時
開
演
）
、
市
文
化
会
館

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
＝
写

真
は
告
知
チ
ラ
シ
＝
。

　

東
京
藝
大
の
管
・
打
楽

器
の
ト
ッ
プ
奏
者
た
ち
18

人
が
、
第
１
部
で
高
い
技
術

と
豊
か
な
音
色
の
演
奏
を

披
露
。
曲
目
は
、
金
管
八
重

奏
・
Ｂ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
「
シ

ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
、

サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
・
Ｒ
・
プ

　

越
谷
市
消
防
本
部
で
は
、

「
救
急
医
療
週
間
」(

９
月

９
日
～
15
日)

に
関
連
し
、

７
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
同
市
内
の

「
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」

ｋ
ａ
ｚ
ｅ
１
階
「
光
の
広

場
」
で
越
谷
市
消
防
本
部
開

設
60
周
年
記
念
「
こ
し
が
や

　

草
加
市
の
落
語
家
、
三

遊
亭
圓
雀
さ
ん
の
第
１
回

「
綾
瀬
川
落
語
会
」
が
26
日

（
午
後
６
時
30
分
開
演
）
、

草
加
駅
東
口
の
ア
コ
ス
ホ
ー

ル
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
７

階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

出
演
は
、
金
原
亭
乃
ゝ
香

（
前
座
）
、
笑
福
亭
希
光

（
上
方
落
語
）
、
桂
春
蝶

（
同
）
、
三
遊
亭
圓
雀
の
皆

さ
ん
。
木
戸
銭
は
前
売
り
１

５
０
０
円
（
当
日
２
０
０
０

円
）
。
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
販

売
と
問
い
合
わ
せ
は
ア
コ
ス

ホ
ー
ル
☎
９
２
２
・
７
０
０

５
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
・
ジ
ュ

ン
☎
９
３
６
・
４
２
１
１
。

救
急
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
す

る
。
救
急
隊
の
現
場
活
動
の

紹
介
や
救
急
車
の
適
正
利
用

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
正

し
い
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど
の

普
及
啓
発
活
動
を
行
う
。

　

主
な
内
容
は
「
救
急
現
場

活
動
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
」
「
心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
実
技
体
験
」
「
救
急

ク
イ
ズ
」
「
救
急
資
機
材
の

展
示
」
「
ミ
ニ
救
急
服
や
ミ

ニ
防
火
衣
の
着
衣
体
験
」

「
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演

奏
」
な
ど
。

　

＜
問
い
合
わ
せ
＞
越
谷
市

消
防
本
部
☎
９
７
４
・
０
１

０
７
。

ラ
ネ
ル
「
バ
ー
レ
ス
ク
」
ほ

か
。
第
２
部
で
ト
ッ
プ
奏
者

と
市
民
ら
が
合
同
演
奏
を

披
露
。
合
同
演
奏
曲
目
は
、

Ｊ
・
フ
チ
ー
ク
「
フ
ロ
レ
ー

ン
テ
ィ
ナ
ー
行
進
曲
」
、

Ｊ
・
Ｃ
・
バ
ー
ン
ズ
「
ア
パ

ラ
チ
ア
ン
序
曲
」
ほ
か
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
全
席
指
定
、

一
般
１
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円
。
草
加
市
文

化
会
館
（
チ
ケ
ッ
ト
専
用
）

☎
９
３
１
・
９
９
７
７
、
東

武
よ
み
う
り
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
☎
９
８
７
・
０
５
５

３
、
ほ
か
で
発
売
中
。

　

＜
問
い
合
わ
せ
＞
草
加
市

文
化
会
館
☎
９
３
１
・
９
３

２
５
。

〝
八
潮
の
宝
物
〟35
点
を
解
説

「
指
定
文
化
財
紹
介
展
」

９
／
16
ま
で

市
立
資
料
館

東
京
藝
大
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ケ
ッ
ト
発
売

９
／
29

草
加
市

文

化

会

館

こしがや救急フェスタ
消防音楽隊や蘇生法
7日、イオンレイクタウン

綾
瀬
川
落
語
会

圓
雀
さ
ん

ら
一
席

26
日
、
草
加
ア
コ
ス

専稱寺「木造聖観音菩薩立像」

（2011年5月、市文化財に指定）
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